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 改善措置の内容 

全車両、走行モータ減速機アッセンブリを対策品に交換する。また、減速機内部の温度上昇を防止する為、最高速

度を変更するとともに減速機に温度センサーを取付け温度上昇時に走行速度を抑制する制御プログラムに変更する。 

なお、対策品の入手に時間を要する為、暫定措置として、使用者に対して使用方法に係る注意事項を周知する。 

  
 注：      は、交換部品を示す。 
識別：対策済み車両には、後輪走行モータ減速機取付けボルトに白ペンキを塗布する。 

後輪内の走行モータ減速機において、駆動軸の支持が不適切なため、クラッ

チ作動油の油圧回路のロータリブッシュが摩耗するとともに、高温時にシー

ル性能が低下するものがある。そのため、そのままの状態で使用を続ける

と、高速走行時にクラッチ作動油が減速機内部に流入し内圧が上昇して、低

速及び高速の両クラッチが接続状態となり、走行中に後輪がロックするおそ

れがある。 
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